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１．等雨量線図（2日雨量）
極めて上流多雨型の降雨であり、八幡平付近で1,200mmを超える雨量を記録。

上流に比べて中下流部での雨量は少なく、中流部の高野山で200mm程度、下流部の
岩出では50mm程度でした。

＜昭和34年9月 伊勢湾台風＞



昭和３４年９月実績降雨（船戸313mm/2日）
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２．昭和34年9月ハイエトハイドログラフ

洪水調節流量
3,330m3/s



３．昭和３４年９月洪水の流出量

大滝ダム
実績降雨
(mm) 大滝(m3/s) 五條(m3/s) 橋本(m3/s) 船戸(m3/s)

なし 313 6,220 8,210 9,230 9,970

2,500m3/s
一定放流

313 2,500 4,780 5,760 6,640

昭和３４年９月洪水における流出量は、以下のと
おりである。


